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要旨 

 星からやってくる光を分光分析し、波長の変化を調べることで、ドップラー効果の原理を用い

て星の動き解析することができる。私たちは、西はりま天文台のなゆた望遠鏡で得られた「ぎょ

しゃ座β星（固有名メンカリナン）」という連星の観測画像の分光分析を行い、その運動の解析

を試みた。また、文献値と比較することにより、解析の精度を調べた。 

1.目的 

  ぎょしゃ座β星という連星のスペクトルを解析し、波長の変化を調べることでドップラー

効果の原理を用いて連星の動きを調べる。 

２.研究方法 

(1) 撮影 

  観測日時：2014年 9月 12 日(金)～10月 24 日(金) 

  観測方法：西はりま天文台のなゆた望遠鏡と可視光分光器 MALLS 

(2) データ処理 

解析ソフト「Makali`i」を用いてスペクトル画像を平均し、ダーク補正およびフラット補

正を行った。さらに、解析ソフト「BeSpec」で波長較正を行った後、ガウスフィット機能に

より水素の吸収線(Hα)の波長を求めた。 

 



３．解析および考察 

(1) ぎょしゃ座β星の連星の公転周期 

水素の吸収線(Hα)の波長のずれから、そのときの星の視線速度を求めた。星の視線速度

とその星を観測した時間の関係から、「BeSpec」によるフーリエ変換機能では 4.3 日、NASA

の Exoplanet Archive Periodgram Serviceでは 3.9日の周期が得られた。文献値(CDSスト

ラスブール天文データセンター)は 3.96 日で、この文献値との相対誤差がそれぞれ 8.6％，

1.5％の値を得ることができた。 

得られた連星を構成する 2つの星の視線速度に周期関数をフィットさせた図 

  

        Bet Aur A                Bet Aur B       吸収線のずれ→ 

(2) ぎょしゃ座β星の速度               

  9月 13日 24時 44 分の 2つの水素の吸収線(Hα)の波長は一致していて、6561.83Åで 

あった。文献値(理科年表 2015年版)の 6562.81Åと比較すると波長が 0.98Å短くなってい

たので、連星自体が公転しながら地球の方向に

44.7 km/ｓで近づく速度成分をもっていること

がわかった。ただし，地球も公転しながら、 

ぎょしゃ座β星に向かう速度成分をもっている。

その速度成分を地球とぎょしゃ座β星の位置関

係から 27.4km/sと求め、44.7 km/s から引くこ

とで、ぎょしゃ座β星の太陽中心の座標系に対

する地球方向の速度成分 17.3 km/sを得ること

ができた。文献値（CDS）は 15.75 km/sであり、

この文献値との相対誤差は 9.8％であった。 
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